
なら健康友の会 機関紙

第55号

2022年

10月号

サルコペニアとフレイル予防

いつまでも健康で
いきいきとした生活を！
75歳以上の医療費窓口負担2倍化

負担増に反対の中、10月より施行
ぶらり歴史探訪
光明皇后が創建した法華寺
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小
学
校
が
夏
休
み
期
間
の
8
月
23
日（
月
）に
、
岡
谷
会
本
館
に
て
子
ど

も
た
ち（
会
員
）を
対
象
に
し
た
無
料
の
ア
ニ
メ
上
映
会
を
企
画
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
1
歳
児
か
ら
小
学
校
４
年
生
ま
で
の
５
名
を
含
む
9
名

が
参
加
、
映
画
は
ア
ニ
メ
の
短
編
集
を
上
映
し
ま
し
た
。
短
い
ス
ト
ー
リ

ー
の
中
に
も
見
応
え
充
分
で
、
と
て
も
引
き
込
ま
れ
る
も
の
ば
か
り
。
映

像
だ
け
で
も
ス
ト
ー
リ
ー
が
解
る
モ
ノ
が
多
い
の
で
、
コ
ト
バ
が
解
ら
な

く
て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
楽
し
い
話
や
切
な
い
話
な
ど
ス
ト
ー

リ
ー
に
引
き
込
ま
れ
、子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
作
品
で
し
た
。
特
に
、

子
ど
も
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
増
え
て
い
る
中
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
気
を
配

り
な
が
ら
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

９
月
５
日（
月
）に
診
療
所
待
合
に
て
介
護
保
険
の
学
習
会
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
講
師
に
奈
良
民
医
連
の
中
嶋
さ
ん
を
迎
え
、12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

事
前
に
参
加
者
か
ら
「
最
初
に
ど
こ

に
相
談
に
行
っ
た
ら
い
い
の
か
」「
介
護

施
設
の
違
い
」「
要
支
援
と
は
ど
ん
な
状

態
」
等
の
質
問
を
い
た
だ
き
、
そ
の
質

問
を
踏
ま
え
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
少
な
さ
の

問
題
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
介
護
保
険
施
設

の
現
状
に
は
、
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
介
護
保

険
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
お

ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

春
日
支
部

子
ど
も
映
画
会

片
桐
支
部

介
護
保
険
学
習
会

友の会 トピックス & ニュース

大型スクリーンに映して本格的に上映（春日支部）＊画像処理をしています

秋
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
交
渉

奈
良
民
医
連
と
し
て
、

国
保
・
介
護
・
福
祉
の

改
善
を
要
求
へ

毎
年
秋
に
お
こ
な
わ
れ
る
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
交
渉
を
前
に
、
今
年
も
奈
良
県
お
よ
び

各
市
町
村
の
実
行
委
員
会
で
要
求
書
の
作
成

を
始
め
て
い
ま
す
。
奈
良
市
で
は
8
月
29
日

（
月
）に
、
大
和
郡
山
市
で
は
9
月
12
日（
月
）

に
第
1
回
実
行
委
員
会
を
お
こ
な
い
、
他
市

町
村
で
も
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
は
10
月
中
旬
に
ス
タ
ー
ト
集
会
を

お
こ
な
い
、
そ
の
後
各
市
町
村
へ
の
訪
問
が

始
ま
り
ま
す
。

今
回
、
奈
良
県
全
体
の
要
求
書
作
成
に
、

奈
良
民
医
連
と
し
て
医
療
・
介
護
・
社
会
保

障
関
連
の
要
求
を
出
し
ま
す
。
ま
た
、
他
団

体
か
ら
も
、
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
の
財
政

補
助
、
生
活
保
護
制
度
の
改
善
、
災
害
時
の

避
難
所
整
備
な
ど
の
要
求
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

奈
良
民
医
連
と
し
て
の
、主
な
要
求
項
目

①�

保
険
薬
局
の
無
低
診（
無
料
低
額
診
療

事
業
）適
用
を
求
め
る

②
国
保
の
保
険
料
引
き
下
げ

③�

介
護
保
険
改
善
と
今
後
予
定
さ
れ
る�

改
悪
へ
の
反
対

④
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ

⑤�

福
祉
医
療
制
度�

（
子
ど
も
医
療
費
な
ど
）の
改
善

介護保険について説明（片桐支部）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
外

出
自
粛
が
長
期
化
し
、
身
体
的
お
よ
び
精

神
的
に
健
康
を
脅
か
す
健
康
二
次
被
害
の

「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
と
「
フ
レ
イ
ル
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は
、
加
齢
に
よ
る
筋

肉
量
の
減
少
・
筋
力
低
下
な
ど
、
身
体
機

能
の
低
下
で
起
こ
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

他
に
も
、
疾
患
や
栄
養
状
態
に
よ
っ
て
も

起
こ
り
ま
す
。
様
々
な
機
能
が
低
下
す
る

こ
と
で
、
寝
た
き
り
や
転
倒
・
骨
折
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

が
進
行
す
る
と
、
生
活
全
般
が
衰
え
る
フ

レ
イ
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
の
進
行
は
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど

の
慢
性
疾
患
が
あ
る
ほ
ど
、
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
な
り
ま
す
。

フ
レ
イ
ル

フ
レ
イ
ル
と
は
「
衰
弱
」
と
い
う
意
味

で
、加
齢
に
よ
り
心
身
機
能
だ
け
で
な
く
、

心
身
と
も
に
活
力
が
低
下
し
た
状
態
を
い

三笠支部　麻雀サークル
新型コロナウイルス感染の影響により今年7月か
ら一部再開、支部で唯一活動中のサークルです。
現在の部員は13名で、撮影日の8月3日(水)は7名
が参加。今は午後からの半日のみの開催ですが、
皆で集まり卓を囲んで麻雀を楽しんでいます。

お問い合わせ：�三笠支部（新大宮診療所内）�
TEL�0742-33-7800まで

表紙の
写真

い
ま
す
。
健
康
と
要
介
護
状
態
の
中
間
に

位
置
し
、
要
介
護
状
態
と
な
る
い
ち
ば
ん

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
の
原
因

①�

身
体
的
原
因
の
筋
力
低
下
や
低
栄
養

②�

精
神
的
原
因
の
う
つ
病
や
認
知
症

③�

社
会
的
要
因
の
独
居
や
閉
じ
こ
も
り

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
の
違
い
は
、
精
神
状

態
や
社
会
と
の
関
わ
り
な
ど
が
含
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
何
も
し
な
い
で
い
る
と

要
介
護
状
態
に
な
り
や
す
い
で
す
が
、
早

い
段
階
で
適
切
な
運
動
や
食
生
活
を
お
こ

な
う
こ
と
で
、
要
介
護
状
態
に
な
る
の
を

防
ぎ
、
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

か
ら
だ
を
動
か
し
て
予
防
を

運
動
量
が
低
下
す
る
と
、
筋
肉
量
の
減

少
や
食
欲
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
低
栄
養

に
な
り
ま
す
。
筋
肉
を
作
る
の
に
必
要
な

た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
が
減
り
、
ま
す
ま

す
筋
肉
量
の
減
少
が
進
み
悪
循
環
に
な
り

ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
を
含
ん
だ
食
事
と
、

定
期
的
な
運
動
を
日
常
生
活
に
取
り
入

れ
、
筋
肉
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
テ

レ
ビ
を
見
な
が
ら
立
っ
た
り
座
っ
た
り
し

な
が
ら
そ
の
場
で
足
踏
み
や
も
も
上
げ
を

お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
日
常
に
う
ま
く
運

動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
・
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
、
健
康
で
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
フ
レ
イ
ル
予
防

い
つ
ま
で
も
健
康
で

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
！

出典：�2020 年秋号「くらしと健康」（さくら診療所・メディカルフィットネスあおがき版）

転倒予防にも効果的 ももあげ
股関節周りと太ももの筋肉を鍛える運動です。
太ももを�1、2�で上げて�3、4�で下ろす感じで、
5�回から�10�回、ゆっくりおこないましょう。

ポイント
⃝安定した椅子に、足裏が床につくように座る
⃝両手で軽く椅子の横を持つ
⃝背筋をまっすぐ伸ばす
⃝膝を自分の胸にできるだけ引き寄せる
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2022年9月30日まで 2022年10月1日から

区分 医療費
負担割合

現役並み所得者 ３割

一般所得者等※ １割

区分 医療費
負担割合

現役並み所得者 ３割
一定以上所得の
ある方 ２割

一般所得者等※ １割

被保険者全体
の約 ％

いるいない

１人だけ ２人以上

万円
未満

万円
以上

万円
未満

万円
以上

世帯全員が

１割 １割 ２割
世帯全員が

１割
世帯全員が

２割
世帯全員が

３割

該当しない該当する

現役並み所得者※4に該当するか

世帯内 歳以上の方※1のうち
課税所得※2が 万円以上の方がいるか

世帯に 歳以上の方※1が
２人以上いるか

「年金収入※3 その他の
合計所得金額※5」が

万円以上か

「年金収入※3 その他の
合計所得金額※5」の
合計が 万円以上か

例：１か月の医療費全体額が 円の場合

窓口負担割合１割のとき ① 円

窓口負担割合２割のとき ② 円

負担増 ③（②－①） 円

窓口負担増の上限 ④ 円

払い戻し等 （③－④） 円

配慮措置
１か月 円の負担増を

円までに抑えます。

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化

さ
ら
な
る
負
担
増
に
反
対
の
中

10
月
よ
り
施
行

いのちとくらしをまもる  －社会保障と平和－

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
2
倍
化
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
・
景
気
悪
化
の

中
で
更
な
る
負
担
を
強
い
る
こ
と
と
な
り
、
高
齢
者
の
生
存
権
を
脅
か
し
、
受
診
抑
制

の
深
刻
化
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
ら
健
康
友
の
会
は
、
高
齢
者
の
い
の
ち
・

健
康
・
人
権
を
ま
も
る
観
点
か
ら
、
岡
谷
会
と
と
も
に
反
対
の
意
思
を
示
し
反
対
署
名

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
6
月
に
医
療
制
度
改
革
関
連
法
が
可

決
さ
れ
、
今
年
10
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

＊出典：�奈良県後期高齢者医療広域連合「2022 年（令和４年）10�月１日から、後期高齢者医療制度の窓口負担割合が一部変わります。」

▊図１　75歳以上の医療費窓口負担（10月以降）

▊図３　配慮措置が適用される場合の計算方法

▊図２　後期高齢者の所得と医療費負担割合

◆
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

こ
れ
ま
で
、
現
役
並
み
所
得
者
が
３
割

負
担
、
一
般
所
得
者
等
が
1
割
負
担
で
し

た
が
、
10
月
以
降
は
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
全
体
の
う
ち
、
約
３
７
０
万
人※

が
医
療
費
窓
口
負
担
が
2
割
と
な
り
ま
す

（
図
１
）。
ま
た
、
負
担
割
合
は
課
税
所
得

や
年
金
収
入
を
も
と
に
世
帯
単
位
で
判
定

さ
れ
ま
す（
図
２
）。

※�

年
収
2
0
0
万
円
以
上（
単
身
）、
年
収
合
計
3
2
0

万
円
以
上（
複
数
世
帯
）

◆
施
行
後
3
年
間
の「
配
慮
措
置
」

な
お
、
10
月
よ
り
２
割
負
担
と
な
る
方

に
は
、
施
行
後
３
年
間（
２
０
２
５
年
９

月
末
ま
で
）は
１
か
月
の
外
来
医
療
の
負

担
増
加
額
を�

３
０
０
０�

円
ま
で
に
抑
え

る
配
慮
措
置
が
適
用
さ
れ
、
高
額
療
養
費

と
し
て
後
日
払
い
戻
し
と
な
り
ま
す（
図

３
）。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
時
限
措
置
で

あ
り
、
入
院
の
医
療
費
は
対
象
外
で
す
。

※１　�後期高齢者医療の被保険者とは
　　　75歳以上の方�（65〜 74�歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた方を含む）
※２　�「課税所得」とは
　　　�住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除等、所得控除（基礎

控除や社会保険料控除等）等を差し引いた後の金額）です。
※３　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※４　課税所得�145�万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の方。
※５　�「その他の合計所得金額」とは
　　　事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

※住民税非課税世帯の方は基本的に１割負担となります。
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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
か
ら
7
ヵ
月
が
経

過
、
現
在
も
激
し
い
戦
闘
が
続
き
、
罪
の
な
い
多

く
の
子
ど
も
や
市
民
の
犠
牲
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
国
連
憲
章
を
踏
み
に
じ
る
ロ
シ
ア
に
対
し
、

直
ち
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
や
め
、
撤
退
せ
よ
の

行
動
が
世
界
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
▼
し
か
し
、

日
本
で
は
危
機
に
乗
じ
て
、
政
治
家
や
メ
デ
ィ
ア

か
ら
は
「
憲
法
9
条
で
は
日
本
は
守
れ
な
い
」「
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」「
核
兵
器
の
共
有
」な
ど
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
大
合
唱
が
お
こ
っ
て
い
ま

す
。本
当
に
、そ
の
方
向
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？�

5
月
23
日
、
岸
田
首
相
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
の

会
談
を
お
こ
な
い
、
早
く
も
「
骨
太
の
方
針
」
に

軍
事
費
倍
増
を
明
記
し
ま
し
た
。
今
後
、
国
民
に

遠
慮
な
く
軍
拡
に
走
る
で
し
ょ
う
。
▼
雑
誌
「
世

界
」
7
月
号
で
、藤
原
帰
一
氏（
東
大
教
授
）は
「
今

回
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
軍
事
に
よ

っ
て
戦
争
を
防
ぐ
と
い
う
『
抑
止
』
が
破
綻
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
軍
拡
競
争
で
は
平

和
は
守
れ
ま
せ
ん
。
憲
法
9
条
を
生
か
し
た
軍
事

に
頼
ら
な
い
平
和
外
交
こ
そ
、
日
本
に
と
っ
て
平

和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
現
実
的
な
道
」
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。�

（
Ｓ
・
Ｙ
）

しあわせ便り

11月8日は「いい歯の日」です。みなさん、お口の健康についてどれくらい
意識されているでしょうか？
高血圧のお薬でよく出されるカルシウム拮抗薬ですが、その副作用として歯
茎が過度に腫れた状態の歯肉肥厚が起こることがあります。歯肉肥厚は、歯肉
炎を悪化させるだけでなく、食べ物が嚙みづらい、言葉が発しにくいなど生活
に支障をきたすこともあります。
歯肉肥厚の予防には、日々の適切なブラッシングが重要です。歯科医院で口
腔内の状況を診断してもらい、細菌のかたまりであるプラークを取り除く正し
いブラッシング法を練習しましょう。歯石除去、口臭チェックなどの口腔衛生
管理も有用な予防策です。カルシウム拮抗薬を服用されていて歯茎の腫れが気
になった場合は、医療機関や、かかりつけ薬局に相談して下さい。
また口腔ケアを怠ると、食べ物を口に入れた際に、細菌が唾液や胃液ととも

に肺に流れ込み肺炎を起こしたり、認知症のリスクが
高まるという研究結果も出ています。
毎日の口腔ケアで清潔な口内環境を保ち、健康を維
持しましょう。

理事会だより

毎日の口腔ケアで健康維持

8月は新型コロナウイルス感染拡大の第7波で、死者が
過去最多を更新する勢いで増え続けました。岡谷会でも、
家族の感染等も含めて出勤できなくなる職員が多数発生
し、機能や業務の維持のため、応援も含めて全役職員が大
奮闘しました。おかたに病院では、7月後半にクラスター
が発生し8月8日には一旦収束となりましたが、その後、
新たに入院患者6名と職員４名の陽性が確認されています
（9月5日時点）。
2022年度の7月までの決算は、経常利益4,965万円とな
り、予算を2,261万円上回りました。地域の皆様からご協
力いただいた地域協同基金は1,167万円増となり、医療機
器の更新、感染対策、また無料低額診療事業の推進等に活
用させていただいています。
また、2022年8月1日を持って、岡谷会の専務理事が
澤山浩から中西隆応に交代いたしました。澤山は引き続き、
上部団体である奈良民医連・事務局次長を担います。法人
経営につきましては、中西専務を中心に、今後も入院・外
来機能の整理や法人を挙げての在宅医療・介護の推進に努
めてまいります。

▌新専務挨拶
8月1日より新専務に着任しました中西です。同じ奈良
市の社会医療法人平和会で34年間勤めてまいりましたが、
このたび奈良民医連方針に基づき岡谷会で働かせていただ
くことになりました。今後は、友の会の皆さんとともに、
岡谷会に求められる医療や福祉の実現に邁進してまいりま
す。どうぞよろしくお願いします。
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堂
に
は
、
護ゆ

い

摩ま

居こ

士じ

座
像（
国
宝
）を
は
じ

め
、
光
明
皇
后
を
模
し
て
作
っ
た
と
い
わ

れ
る
十
一
面
観
音
立
像（
国
宝
、
秘
仏
）な

ど
、
大
小
一
八
〇
点
以
上
の
仏
像
を
祀
っ

て
い
る
。
鐘
楼
は
、
板
で
腰
周
り
を
取
り

巻
く
形
は
珍
し
く
、
新
薬
師
寺
以
外
に
奈

良
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
こ
の
タ
イ

プ
の
鐘
楼
は
、
仏
を
呼
ぶ
鐘
で
は
な
く
、

時
を
知
ら
せ
る
役
割
も
果
た
し
た
。
鬼
瓦

か
ら
慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）の
年
号
の
書

い
た
も
の
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
お
そ
ら

く
淀
君
が
本
堂
と
共
に
寄
贈
し
た
に
違
い

な
い
。
南
門
は
、
切き

り

妻つ
ま

屋
根
に
本
瓦
葺
き

で
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
淀

君
が
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。

寺
を
取
り
巻
く
築つ

き

地ち

塀べ
い

は
、
高
貴
な
人

だ
け
が
許
さ
れ
た
五
本
の
白
線
が
入
り
、

門
跡
の
気
位
を
誇
っ
て
い
る
。
ハ
ス
を
沢

山
植
え
込
ん
だ
庭
園
の
華
楽
園
は
、
尼
僧

が
器
用
に
作
っ
た
庭
園
に
し
か
見
え
ず
、

少
し
淋
し
い
印
象
が
残
っ
た
。

�

（
こ
の
号 

お
わ
り
）

今
年
の
８
月
ほ
ど
核
兵
器
廃
絶
を
心

か
ら
願
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
身
近
な
方
々
に
心
配
り
を
し
、
平

和
な
小
さ
な
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

�

（
大
和
郡
山
市　

阪
口　

菜
夕
）

お
母
さ
ん
と
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

頑
張
り
ま
し
た
。
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
家
族
で
参
加
し
ま
す
。　
　

�

（
奈
良
市　

高
瀬　

唯
花
）

学
校
が
夏
休
み
に
入
り
、
息
子
と
ジ

ョ
ギ
ン
グ
も
し
く
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

毎
日
、
夜
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
兼
親
子
の
対
話
が
良
い
習
慣
に
な
っ

て
い
ま
す
。�

（
木
津
川
市　

チ
リ
ン
）

各
支
部
の
活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
る
よ

う
で
嬉
し
い
で
す
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
ク

ラ
ブ
が
楽
し
そ
う
で
す
。

�

（
奈
良
市　

津
田　

陽
子
）

平
和
行
進
の
記
事
が
載
っ
て
い
て
、

昔
、
子
ど
も
を
連
れ
て
歩
い
た
の
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
来
年
は
ま
た
歩
い
て

み
よ
う
と
。

�

（
大
和
郡
山
市　

は
る
か
お
じ
さ
ん
）

「
ぶ
ら
り
歴
史
探
訪
」
は
私
共
奈
良

に
住
ん
で
い
る
者
に
と
っ
て
知
ら
な
い

所
も
あ
る
し
発
見
で
嬉
し
い
で
す
。
探

読
者
の

花
村
　
惠
典

法
華
寺
は
、
円
照
寺
や
斑
鳩
の
中
宮
寺

と
と
も
に
、大
和
三
門
跡＊

の
一
つ
で
あ
る
。

つ
い
で
言
え
ば
、
日
本
に
尼
僧
が
現
れ
る

の
は
、
継
体
天
皇（
四
五
〇
？
～
五
三

一
？
）の
頃
に
来
日
し
て
い
た
司し

馬ば

達た
っ

都と

の
娘
・
善ぜ

ん

信し
ん

仁じ

で
、
そ
の
歴
史
は
古
い
。

法
華
寺
は
光
明
皇
后
の
発ほ

つ

願が
ん

に
よ
っ

て
、
父
の
藤ふ

じ

原は
ら

不ふ

比ひ

等と

の
屋
敷
を
寺
に
造

り
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
不
比

等
が
死
ん
で
二
五
年
後
、
朽
ち
か
け
た
屋

敷
を
見
て
寂
し
い
思
い
を
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
あ
っ
た
。
光
明
皇
后
は
、
仏
に
身

も
心
も
捧
げ
た
聖
武
天
皇
の
妃
だ
け
に
、

歴史探訪　読者のページ

声

光
明
皇
后
が
創
建
し
た
法
華
寺

第

47
回

Access ＆ Map
総国分尼寺�法華寺門跡（奈良市法華寺町）
最寄り駅　近鉄新大宮駅（北西へ徒歩、約 20分）
バス　�近鉄奈良駅またはJR奈良駅より、奈良交通

「大和西大寺駅（航空自衛隊）」行きで�
法華寺バス停下車、徒歩約 3分

↑
京
都

法華寺

尼ヶ辻

平城

新大宮 近鉄奈良

奈良

大和西大寺

24

平城宮跡
歴史公園

仏
に
尽
く
す
姿
は
変
わ
り
な
か
っ
た
。
だ

が
、
聖
武
天
皇
と
大
き
く
違
っ
た
の
は
、

民
衆
の
救
済
に
目
が
向
け
ら
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
光
明
皇
后
は
、
貧
し
き
民
衆
の

病
気
を
治
す
施
薬
院
や
、
身
寄
り
の
な
い

孤
老
た
ち
を
救
護
す
る
施
設
悲ひ

田で
ん

院い
ん

な

ど
、
救
済
事
業
に
力
を
注
い
だ
。
法
華
寺

と
い
え
ば
「
か
ら
ふ
ろ
」
が
有
名
で
あ
る

が
、
天
平
時
代
の
風
呂
は
、
湯
を
た
ぎ
ら

せ
蒸
気
を
送
り
込
む
サ
ウ
ナ
の
よ
う
な
も

の
で
、
か
ら
ふ
ろ
は
治
療
を
す
る
人
に
大

変
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天

平
時
代
の
か
ら
ふ
ろ
は
破
損
し
、
江
戸
時

代
に
再
建
さ
れ
た
。

法
華
寺
の
本
堂
は

寄よ
せ

棟む
ね

造
り
で
、
そ
の

シ
ン
プ
ル
さ
が
門
跡

の
尼
寺
ら
し
い
気
品

す
ら
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
本
堂
と
鐘
楼
堂

は
、慶
長
一
五
年（
一

六
〇
一
）に
豊
臣
秀

頼
の
母
・
淀
君
の
寄

進
に
よ
り
再
建
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
本

薬草を用いて焚く「からふろ」（重要有形民俗文化財）

本堂と同時期に建造された南門（重要文化財）

＊
門
跡
…
皇
族
・
貴
族
が
住
職
を
つ
と
め
る
寺
院
の
こ
と
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訪
す
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
秋
に
な
っ
て
ぶ
ら
り
歩
く
の
も
健
康

に
よ
く
計
画
を
立
て
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。�

（
奈
良
市　

余
田　

春
代
）

「
し
あ
わ
せ
便
り
」
に
よ
り
温
活
を

知
り
ま
し
た
。
暑
さ
や
年
齢
や
ら
で
睡

眠
不
足
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
早
速
試

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

�

（
生
駒
市　

井
上　

朗
）

〝
不
思
議
さ
が
重
な
る
南
大
門
〟
の

記
事
中
で
、
狛
犬
の
作
者
は
中
国
人
で

石
は
中
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
も
の
と
は

知
ら
な
か
っ
た
の
で
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。�

（
奈
良
市　

石
﨑　

憲
一
）

戦
争
が
終
わ
ら
な
い
。
原
発
再
稼

働
、
沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
移
設
や

ミ
サ
イ
ル
基
地
設
置
、
異
常
気
象
の

災
害
誘
発
、
医
療
費
・
介
護
料
値
上

げ
、
食
料
生
活
用
品
の
価
格
高
騰
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
巡
る
汚
職
、「
も

り
か
け
さ
く
ら
」
も
終
わ
ら
な
い
内

に
旧
統
一
教
会
問
題
。
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
た
び
に
気
持
ち
が
沈
む
。
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
。
何
か
し
な
け

れ
ば
と
人
と
会
話
を
す
る
、
そ
し
て

集
会
に
参
加
す
る
。
み
ん
な
怒
っ
て

る
、
こ
の
で
た
ら
め
な
政
治
に
。
私

だ
け
じ
ゃ
な
い
。
元
気
を
貰
っ
て
帰

途
に
着
く
。�

（
啓
）

編
集
後
記

AからPまでの文字を並べるとある言葉ができます。�
Cは2度使います。

出題：堀川　優子

EA

N L

H OF

J

M B

G

I

C K

DP

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10

11 12

13 14 15

16 17

18 19 20

21 22

23 24

アブハチトラズ（虻蜂取らず）

F

D

B

C

E

A

G

1 2 3 4 5

6

7 8 9

11 1210

1413

19 20

23

17 18

15 16

21 22

24

ラ ン マ 　 シ ブ シ ブ
ン 　 チ ト セ ア メ
ニ ン カ 　 キ ツ 　 ソ
ン 　 ネ ガ 　 イ ハ ン
グ リ ル 　 ズ 　 ナ タ
　 ア 　 サ イ コ 　 ク
コ ル ク 　 シ カ ト
ク 　 ジ ユ ヨ 　 モ カ

えみりん�（奈良市）
風P� （奈良市）
小川�恵玉�（大和郡山市）
清水�澄子�（城陽市）
チョコ� （木津川市）

中里�郁子�（東京都昭島市）
山中�幸夫�（奈良市）
吉川�祐一�（橿原市）
𠮷田 一美	（奈良市）
余田 �春代�（奈良市）

タテノカギ ヨコノカギ
①�商売
⑤�それでもなお
⑧�順位
⑩�凸
⑪�音楽を合奏する人の集まり
⑬�海水
⑮�頑固
⑯�とっさの心の働き
⑱�映画を映す機械
⑳�三つの部屋
㉑�何かに比べてそれ以上に
㉒�会社の費用�
㉓�ストライプ
㉔�偽りのない姿�

①�歯むかう
②�元素記号 Au
③�泣いている顔つき
④�筆記や印刷に使う色のついた液体
⑥��物事が新しい方へと移り変わること、
あるいはその課程

⑦��知らない振りをしてそのまま過ごすこと
⑨�抽象的の反対語
⑫�いつまでも残るうらみ
⑭�はっきりそれと決めること
⑯�経歴
⑰�労力と時間
⑱�ゆかり
⑲��筆・墨などを用い、漢字・仮名の文字
を書くこと�

⑳�奥山
㉒��あれこれめんどうなことを言うさま�
「○○五の言う」

難易度 ★★★★☆

前号の答え（2022年8月号）

前号の当選者（順不同・敬称略）

リコピン豊富、医者が青くなる果実ヒント

応募先／�〒630-8325�
奈良市西木辻町 200 番地�岡谷会本館二階�
なら健康友の会事務局�クロスワードパズル係

締切日／ 2022年10月31日（月）�消印有効
※ご投稿いただきました感想は、本紙に掲載することがあります。

答えは、機関紙「つなぐ」に関する感想を一言添えて、郵便はがき
または携帯・スマートフォンからご応募ください。正解者の中か
ら抽選で、�10名の方に500円の図書カードをお送りいたします。
住所・氏名の記入漏れにご注意ください。

携帯電話・
スマートフォンからも
応募できます

A B C D E F G H I J K L M N C O P



会員世帯数� 15,657世帯
� （2022年8月31日現在）

春 日 支 部� 4,838世帯
あすか支部� 1,795世帯
わかくさ支部� 1,436世帯
三 笠 支 部� 1,937世帯
都 南 支 部� 1,451世帯
片 桐 支 部� 2,107世帯
小 泉 支 部� 2,093世帯

岡谷会地域協同基金
残　　　高� 359,742,000円（8月31日現在）
一世帯平均� 22,941円（8月31日現在）

岡 谷 会 募 金
29件��202,358円の寄付をいただいております。

（2022年4月1日～ 2022年8月1日）

心強い援助を賜り心より感謝申し上げます。
引き続きご協力をよろしくお願い申し上げます。

投稿写真大募集！
動植物や景色・風物、友の会サークルや懇談会など活動の様子、感動の決定的瞬間
など、皆さまの写真をどしどしご応募ください。
＊写真画像（JPEG形式）と合わせて、投稿者（ニックネーム可）・撮影日・タイトル・簡単なコメント（30字程度）
をご記入ください。＊掲載の採否は、友の会�編集部会で選考いたします。
投稿先／なら健康友の会　事務局　E-mail：nara.kenkou.tomonokai@gmail.com

なら健康友の会 機関紙 つなぐ
発行：なら健康友の会事務局
〒630-8325��奈良市西木辻町200番地
TEL.0742-24-7322
FAX.0742-24-7333
http://www.okatani.or.jp/nara/
写真・イラストの無断転用はお断りいたします。

アクセスはこちらから

憲法改悪を許さない全国署名

なら健康友の会では、岡谷会とともに「憲法改悪を
許さない全国署名」に取り組んでいます。現在、署
名は岡谷会と合わせて 1,907 筆を集めています（8
月 31日時点）。今回、ハガキの署名用紙とＱＲコー
ドを載せた電子署名の案内を機関紙に同封しており
ます。憲法 9条など改憲発議に反対し、憲法を生か
した平和・社会の実現を求めるため、引き続き署名
にご協力をお願いいたします。

引き続きご協力をお願いいたします
ＱＲコード応募フォーム

「つなぐ」6月号より、ＱＲコードを用いた応募フォーム
を開始しました。応募フォームでの受付は、8月号のクロ
スワードパズル回答で30件、「ヘルスアップチャレンジ
2022」で24件いただいています（8月31日時点）。クロス
ワードパズル回答ではニックネームでの応募を可能とし
ていますが、中には本名の入力がない方がおられます。
応募者の本名は、会員登録や当選者発送の確認で必要と
していますので、入力漏れの無いようお願いいたします。

入力漏れがないかご確認を

友の会 掲 示 板

唐古・鍵遺跡の楼閣の夕日です。楼閣の写真は、雪・満月・桜と四季折々撮ってきましたが、�
お気に入りの夕日です。（あすか支部　中野　博則）

田 原本町にある唐古・鍵遺跡に復元されている楼
閣の秋、曼珠沙華に囲まれる。国史跡に指定され、
公園整備された今はもう観ることはできない ｢唐古
のシンボル｣ です。（小泉支部　花坂　志郎）

6月のある日、燃えるような夕空に思わずシャッター
を押しました。（春日支部　齋藤　順子）


